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調査時期 1999（平成 11）年 3月～5月




























































































































































































































































































































































































































































































































































度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
1　学業成績を中心に学年で均等になるように編
成している 149 66.2 77 34.2 67 29.8
2　選択科目別に編成している 5 2.2 24 10.7 19 8.4
3　系列（分野）別に編成している 2 0.9 35 15.6 34 15.1
4　進路希望別に編成している 5 2.2 17 7.6 29 12.9
5　上記 1～4に関わらず無作為（ランダム）に
編成している 30 13.3 28 12.4 25 11.1
6　その他 31 13.8 38 16.9 42 18.7
無回答 3 1.3 6 2.7 9 4.0
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